
    社会福祉法人 

八重瀬町社会福祉協議会 

八重瀬町字東風平１３１８－１ 

 電話 ：９９８－４０００ 

ファクス：９９８－８９９９ 

社協ＨＰ 
http://www.yaeseshakyo.com/index.html ～ 地域福祉等推進特別支援事業 ～ 

 この度、八重瀬町社会福祉協議会では地域福祉等推進特別支援事業の

一環として、「防災だより」を発行することとなりました。 

 今回は、長雨による災害について、お話したいと思います。 

 災害に強い八重瀬町を目指して！ 

 梅雨（ばいう、つゆ）とは、北海道と小笠原諸島を除く日本、朝鮮半島南部、中国

の華南や華中の沿海部、および台湾など、東アジアの広範囲において見られる特有の

気象現象で、５月から７月にかけて毎年巡って来る雨の多い期間のことです。梅雨の

時季が始まることを梅雨入り（入梅）、梅雨が終わって夏になることを梅雨明け（出

梅）と言い、ほとんどの地域では気象当局が梅雨入りや梅雨明けの発表を行います。 

 梅雨は、雨季の一種です。ただ、雨季が訪れる土地は世界中に多くありますが、梅

雨はそれほど雨足の強くない雨が長期に亘って続く点に特徴があります。このため、

カビや食中毒などに注意が必要な季節とされています。 

 梅雨の語源としては、この時期は梅の実が熟す頃であることからという説や、この

時期は湿度が高く黴（カビ）が生えやすいことから「黴雨（ばいう）」と呼ばれ、こ

れが同じ音の「梅雨」に転じたという説、また“毎”日のように雨が降るから「梅」

という字が当てられたという説がある。【普段の倍、雨が降るから「倍雨」というの

はこじつけ。】 

 梅雨時期の雨量は、西日本では年間水量の４分の１程度、東日本では５分の１、北

日本や日本海側では５分の１から１０分の１程度となっています。梅雨末期の集中豪

雨はさまざまな水害をもたらすことがありますが、梅雨全体としての雨量は冬の日本

海側の雪とともに、日本のたいせつな水資源となっています。 



 

  年 
梅雨入り 梅雨明け 梅雨期間日数 

５・６月の２ヶ月間

の降水量（ｍｍ）那覇 

２００５（Ｈ１７） ５月２日 ６月２７日 ５６日間 １０３６．０ 

２００６（Ｈ１８） ５月１４日 ６月２０日 ３７日間 ６６７．０ 

２００７（Ｈ１９） ５月１６日 ６月２１日 ３６日間 ５７３．５ 

２００８（Ｈ２０） ５月２２日 ６月１７日 ２６日間 ２７１．０ 

平年値（２００５～２００８） ５月８日 ６月２３日 ４６日間 ４４５．５ 

沖縄地方の梅雨に関する統計資料 

 

１・平成１７年６月１４日、１７日 

 

・沖縄県島尻郡南城市佐敷で連続降雨量３７４ｍｍ

（６月１４日：午前５時～１７日：午前８時） 

 老人福祉施設「小谷園（おこくえん）」の施設北

側斜面が崩壊し、入所者７０人全員が同町新開の町

老人福祉センターに避難。 
  土砂の崩壊状況（６／１４） 

２・平成１８年６月１０日 
 

・中城村北上原（大規模道路陥没）および中城村

奥間（県道３５号線土砂崩れ） 

降り続く雨の影響で、中城村北上原では村道陥没

などで１１世帯３０名に避難指示・勧告が続き、

公民館などに身を寄せている。 

 また、中城村登又の村道では長さ５メートル、

幅３メートルにわたって亀裂が入るなどし、道路

３・その他の災害 
 

・うるま市与那城藪地島における土砂崩れ（６／１１） 

・南城市玉城字糸数大城ダム付近の土砂崩れ（県道８６号線沿い） 

・南城市佐敷字伊原の山の斜面で地すべり。（６月１３日） 

・うるま市江洲で地すべり。（６月１２日） 

県道３５号線土砂崩れ状況（６／１２） 


